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Abstract : This questionnaire survey research explored the views of preschool teachers on the educational effects of having 
animals on kindergarten premises and its influence on toddlers’ psychological development. Study subjects comprised 130 
preschool teachers. Results showed that many of preschool teachers were hoping that animals are a positive impact on 
toddlers. Although they had concerns about animal allergies, infectious diseases, and injuries, they perceived that interacting 
with the animals nurtured sympathetic emotions toward the animals as well as psychological development in toddlers, such as 
their ability to take on roles and see things from the animals’ perspectives, and in maintaining psychological stability. 
Further, the study showed that preschool teachers perceived that, by experiencing the birth and death of the animals, young 
children could learn about the different stages of life as defined in Piaget theory of lifespan development (2007). 
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1．　問題と目的
幼児が動植物とかかわりをもつことは，生命の尊さ

やいたわり等豊かな心情や科学的素地にもつながる思
考力を育むと幼稚園教育要領（文部科学省 2008）で
は明記されており，保育の場における自然体験活動を
通して幼児期の子どもの共感性や役割取得能力を発達
させることは極めて重要と考えられる（井上，無藤 
2007）。保育現場における飼育動物と幼児の発達との
関連性について調査した濱野（2007）は，幼児期の
子どもにとって飼育動物とふれあうことは共感性や役
割取得能力の発達を促す効果があると示唆している。
また，園内動物飼育実態調査を実施した柿沼ら（2004）

は，動物とのふれあいを通して幼児は分離不安の軽
減，責任感や共感性の促進，対話の増加（保育者－幼
児，保育者─保護者，幼児─保護者，保護者同士）な
どの肯定的な効果がある，と報告している。

さらに，幼児期における生命概念は未構築と考えら
れている（ピアジェ 2007）が，保育現場では飼育動
物とのかかわりを通した幼児への生と死の教育は関心
が高いことがこれまでの研究で明らかとなっている

（谷田，木場 2004；野田・竹内 2002）。幼稚園での園
内動物飼育効果について調査した谷田と木場（2004）
は，全体の 86％が園内での動物飼育に満足している
と回答し，動物飼育は思いやりや責任感などの心の教
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育，死の教育，理科的な知識の教育，さらには園生活
適応に有効，などの肯定的な効果が確認された一方，
95％の園が衛生・繁殖等の管理について不十分と回
答している，と指摘している。

現状において，幼児期の子どもの発達への園内動物
飼育の有効性は徐々に実証されつつあるものの，衛生
管理面や動物の死を含む繁殖管理面での問題点につい
ては地域やそれぞれの園によって差異があり十分な改
善がなされるとはいえない。以上のことから，本研究
では実際の保育現場において日ごろ幼児の心身の成
長・発達を見守る保育者が考える園内動物飼育の教育
的効果と幼児にとっての園内飼育動物のあり方につい
て明らかにすることを目的とする。

2．　方法
1）　調査手続き：2013 年 9 月から 11 月の期間，電
話にて調査協力を依頼し事前に承諾を得た都内幼稚園

（11 園）に対し，留め置き調査法を用いた質問紙調査
を実施した。168 部を配布し，130 部を回収した（回
収率 77.3％）。対象者 130 名は，いずれも本調査回答
時に保育者として幼稚園に勤務する男性保育者 9 名，
女性保育者 118 名，性別不明 3 名に分類された。ま
た，対象者の年齢は 20 代 49 名，30 代 29 名，40 代
27 名，50 代 20 名，60 代以上 4 名，年齢不詳 1 名で
あった。用紙の表紙には，調査目的に加え，調査協力
者への回答の自由，回答中断の権利，個人情報取り扱
い等，調査倫理に関わる注意事項を明記した。また，
調査協力者への同意は，質問紙への記入をもって同意
とすることとした。なお，統計処理は IBM SPSS 
Statistics Base Grad Pack 22.0 を使用した。
2）　調査内容：（1）幼児と動物とのかかわり尺度：
幼児と動物とのかかわり尺度は，保育者 28 名（男性
8 名・女性 20 名）を対象に行なった予備調査の結果
をもとに，幼児と動物とのかかわりに関する項目につ
いて内容妥当性を検討し 15 項目を抽出した。各項目
は，「全くそう思わない」から「とてもそう思う」の
5 件法で評定を定めた。（2）フェイス項目と自由記
述：保育者の①性別，②年齢，③配偶者の有無，④子
育て経験の有無，⑤家庭動物飼育経験の有無，⑥園内
動物飼育への賛否，⑦動物飼育を行う園での勤務経験
の有無について尋ねるフェイス項目に加え，保育者が
考える園内飼育動物と幼児への動物飼育効果に関する
自由記述による回答を求めた。

3．　結果
1）　幼児と動物とのかかわり尺度：幼児と動物との
かかわり尺度 15 項目について主因子法・Promax 回転
による因子分析を行なった。因子数は固定値 1 以上

を基準とし，因子負荷量が 3.5 に満たない 2 項目（「動
物は子どもにとっての友達になる」「知的好奇心を促
すきっかけとなる」）については削除し，再度因子分
析を行なった結果 13 項目 3 因子構造であることを確
認した（Table 1）。第 1 因子は，「子どもは命を大切
にする心が育つ」，「子どもへ命を教える存在となる」
など，動物の存在が与える心理面での発達についての
7 項目で構成されていることから「動物介在により育
つ幼児の心」と命名した。第 2 因子は，「様々なこと
に積極的に取り組むようになる」，「落ち着きのない子
どもが集中できる」など，動物の存在が与える行動面
での変化についての 4 項目で構成されていることか
ら「動物介在により変化する幼児の行動」と命名し
た。第 3 因子は「子どもにとっての「避難所」にな
る」，「寂しさをまぎらわせることができる」といった
心の拠り所としての動物の存在についての 2 項目で
構成されていることから「幼児の居場所としての動
物」と命名した 。内的整合性を検討するために，各
因子の下位尺度についてクロンバックのα係数を算出
した結果，動物介在により育つ幼児の心 .85，動物介
在により変化する幼児の行動 .87，幼児の居場所とし
ての動物 .76 と，いずれも十分な値が得られ，信頼性
が確認されたと判断した。
2）　下位尺度間の相関：幼児と動物とのかかわり尺
度の因子分析において，各因子に高い負荷量を示した
項目の合計得点を各下位尺度得点とし，下位尺度間相
関を求めた。その結果，3 つの下位尺度間全てにおい
て 1% 水準で正の相関が認められ，互いに関連のある
下位尺度であることが確認された（Table 2）。
3）　保育者に関する 7 フェイス項目による各下位尺
度の平均値（標準偏差）と t 検定結果

園内飼育動物とのかかわりと幼児の発達に関する保
育者の考え方には，保育者自身の経験である上記①〜
⑦のフェイス項目が影響することが推測され，幼児と
動物とのかかわり尺度の 3 下位尺度得点について t 検
定を行なった（Table 3）。以下は，3 下位尺度得点別
に検討した結果である。なお，保育者の①性別，⑥園
内動物飼育の賛否，⑦園内動物飼育を行う園勤務経験
の有無の 3 フェイス項目 2 群の対比については，い
ずれもサンプル数に偏りがあり統計分析に値し難いた
め（女性 113 名と男性 9 名；賛成 118 名と反対 5 名；
経験有 100 名と経験無 11 名），本調査対象に限定し
たものとして検討した。

（1）　「動物介在により育つ幼児の心」下位尺度：「子
どもは命を大切にする心が育つ」，「思いやりのある子
どもが育つ」など動物の存在が与える心の発達や教育
的効果をみる「動物介在により育つ幼児の心」下位尺
度得点については，①〜⑦の全フェイス項目において
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有意な差は認められなかった。また，全ての下位尺度
得点の平均値が 5 段階評価の 4 点「そう思う」を上
回る高い得点を示していることから，保育者は自らの
性別，年齢，家庭背景，保育経験，さらには園内外で
の動物飼育経験に因らず，園内飼育動物とのかかわり
が幼児の心を育む教育的効果があり，その必要性があ
ると感じていると捉えた。

（2）　「動物介在により変化する幼児の行動」下位尺
度：「落ち着きのない子が集中出来る」，「言葉を持た
ない動物と接し，協調性を学ぶ」などを問う「動物介
在により変化する幼児の行動」下位尺度得点について
は，保育者の②年齢に 5% 水準で有意な差が認められ，
20 代・30 代の保育者に比べ 40 代以上の保育者の方
が，動物とのかかわりが幼児の気になる行動を改善す
る効果があると捉え，期待していることが明らかと
なった（t（126）＝－2.05, p＜.05）。保育者の③配偶者
有無では，配偶者無し群と配偶者有り群との間に有意
傾向がみられ，配偶者を有する保育者の方が動物を介
した幼児の行動に変化を期待する傾向が認められた

（t（126）＝1.89, p＜.10）。一方，その他のフェイス項
目においては「動物介在により変化する幼児の行動」
下位尺度得点の平均値がほぼ 5 段階評価の内 3 点「ど
ちらでもない」を示していた。保育者は自らの①性
別，④子育て経験の有無，⑤家庭動物飼育経験の有
無，⑥園内動物飼育への賛否，⑦動物飼育を行う園で
の勤務経験の有無に因らず，動物とのふれあいを通し
幼児の行動面が変化するとは一概には言えないと考え
ていることが示唆された。

（3）　「幼児の居場所としての動物」下位尺度：保育
者の②年齢については，0.1% 水準で有意な差が認め
られた（t（128）＝－3.29, p＜.001））。40 代以上の保
育者は，20 代や 30 代の保育者に比べ，園内飼育動物
を幼児の心の「避難所」としてまた幼児が抱える寂し
さを紛らわせる存在としてより強く認識していること
が明らかとなった。保育者の①性別，③配偶者の有
無，④子育て経験の有無，⑤家庭動物飼育経験の有
無，⑥園内動物飼育への賛否，⑦動物飼育を行う園で
の勤務経験の有無については，2 群の得点に有意な差

Table 2　幼児と動物とのかかわり尺度の下位尺度間相関と平均値（標準偏差）

Table 1　幼児と動物とのかかわり尺度についての因子分析結果（主因子法，promax 回転）
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は認められなかった。また，下位尺度得点はいずれも
5 段階評価の 4 点「そう思う」に近い得点を示してい
ることから，保育者の多くが性別，家庭背景，園内外
での動物飼育経験に影響されることなく，園生活を送
る幼児にとって園内飼育動物が安心感を与える存在で

あり，心の「避難所」または居場所となりうると捉え
ていることが確認された。
4）　保育者による自由記述

（1）　園内飼育動物に関する意見：園内における動物
飼育について意見を求める質問に対し，保育者 130

Table 3　 保育者に関する 7 フェイス項目による各下位尺度得点の平均値（標準偏差）と t
検定結果
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名中 49 名から自由記述による回答が得られた（Table 
4）。保育者は，D「思いやりの心が育つと思います。」，
X「動物とふれあうことで，安定していく幼児もいる
ので，動物を飼育することはよいと思う。」，DT「動
物との関わり方として，大切にしたり，優しくする気
持ちを持ったり，行動をとったりすることができると
思う。（省略）」，V「生命の大切さを知るためにも，
ぜひ必要。」，DO「生命の大切さについて気付くこと
ができるので良いと思う。」など，園内動物飼育を肯
定する捉え方がみられた。他方，BQ「休日の日の世
話が心配。」や BR「（省略）アレルギーなど，様々な
問題点をきちんと検討してから飼育したほうが良
い。」，CY「（省略）保育者が育て方を知らなかった
り，興味がない，動物が好きじゃないことがある時，
子どもに飼育についてしっかりと教えられていないこ
とが多くあります。保育者がそこを徹底できないのな

ら動物の飼育には反対です。」など否定的な意見も確
認された。園内動物飼育についての意見は肯定的なも
のが多かったものの，それに伴い発生する問題点を危
惧する意見もあり，園内動物飼育の実施には保育者自
身の知識の向上や管理体制の徹底が課題であることが
明らかとなった。

（2）　幼児への動物飼育効果：幼児への動物飼育効果
についての意見を求める問いに対しては，保育者 130
名中 55 名から自由記述による回答が得られた（Table 
5）。保育者は，EA「（省略）いたわりにつながる豊か
な心が育つと思います。」，N「入園当初の子に動物と
ふれあうことを促すと，心の拠り所にする子もいまし
た。」，また AY「命の大切さを身近に感じることがで
きる。（省略）」など動物の存在が共感性や他者視点能
力を促進し命の教育にもなるとする肯定的な効果を挙
げる意見が認められた。一方，CW「必ずしも，どの

Table 4　園内飼育動物に関する保育者（49 名）の自由記述
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子どもにも効果があるとは限らないと思います。（省
略）」や DM「（省略）年令が小さければ小さいほどた
だ触りたいだけで，乱暴に扱って，動物がかわいそう
だと思うことが多々ある。」，DX「子どもによっては
愛情表現を豊かにしてくれる相手になると思います
が，かかわり方によると思います。」，など飼育動物の
ストレス，動物飼育の効果の不確実さを指摘する意見
もみられた。保育者の多くが，動物飼育は幼児の心の
発達や命の教育に有効と考えてはいるものの，実際に
園内で動物飼育が実施された場合必ずしも保育者が望
むような効果は得られないのではないかという疑いや
不安も確認された。
4．　考察

本研究では，調査対象となった保育者の多くが性
別，子育て経験，園内外での動物飼育経験の差異に影
響されることなく，園内飼育動物とのふれあいが幼児
の心の発達を促進させると考えていることが明らかと
なった。また，園内動物飼育を行う教育環境の中で幼
児は共感性や動物の立場に立ち思考する役割取得能力
を育み，命の尊さに気づく等教育的効果についての記
述も多くみられ，濱野（2007）や柿沼ら（2004）の
指摘を裏付ける結果となった。

集団内で孤立や逸脱する等の気になる問題を抱える

幼児への園内飼育動物の効果については，保育者の多
くが疑問視していることが確認された。しかしなが
ら，40 代以上で配偶者のいる保育者は，他の保育者
に比べ，園内飼育動物とのかかわりが幼児の問題行動
を軽減させる効果あると考える傾向があり，また 40
代以上の保育者は他年代の保育者よりも，園内飼育動
物は幼児にとって心の「避難所」となり寂しさを緩和
させる存在と捉えやすいことも明らかとなった。40
代以上の保育者は，その多くが家庭で子として，親と
して，また配偶者としての責任を負う立場でもあると
ともに，園では保育の専門家として豊かな経験を持ち
中核を担う立場にある。そのような 40 代以上の保育
者は他年代の保育者に比べ，日ごろ集団活動への適応
困難な幼児への対応が求められることも多く，園内飼
育動物の存在による幼児の気になる行動への効果や心
の拠り所としての効果を自らの経験を踏まえより検討
可能な年代であったと捉えた。

一方，保育者が園内動物飼育に賛成しつつも，その
動物とのかかわりによる幼児へのアレルギーや感染症
などのリスクや怪我などの問題，動物種の選択，飼育
方法などについて危惧し，そのような問題に対する解
決策が無ければ動物飼育を容認出来ないとする自由記
述も少なくなかった。さらに，園内飼育動物の生と死

Table 5　幼児への動物飼育効果に関する保育者（55 名）自由記述
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については，ピアジェ（2007）が幼児は生と死を認
識出来ず未構築な生命概念を持つと述べているが，本
研究の対象となった保育者は日ごろから幼児がふれあ
う飼育動物の生や死を体験することにより幼児の生命
概念は刺激され，生や死を認識し始めると考えてい
た。幼児への飼育動物を通した生と死の教育について
は，保育者は園内動物飼育の実践に向けた目的の一つ
として捉えていることが示唆された。谷口・木場

（2004）の研究結果同様，本研究においても保育者は
園内飼育動物とかかわりを通して幼児が心の安定を保
ち，生や死の認識への教育的効果が得られることを期
待する反面，園内において動物を飼育することで幼児
のアレルギーや感染症，怪我などの問題発生を危惧し
ていることも明らかとなった。

動物介在教育として園内動物飼育を効果的にまた衛
生的に実践していく上で，保育者は幼児の発達に見
合った適切な動物種の選択，アレルギーや感染症，飼
育方法，生態など動物に関する正しい知識の習得が必
要とされる。より多くの保育者が，獣医師や動物看護
師など動物の専門家と連携し継続的な支援を受けるこ
とで動物の特性や扱い方等に関する知識面と技術面を
強化し，幼児やその保護者に対しては豊かな教育環境
としての園内動物飼育への理解を求めていくことが期
待される。

今後の課題としては，本研究の調査対象者数は十分
とは言えず性別，園内動物飼育の賛否，園内動物飼育
を行う園勤務経験の有無においてサンプル数に偏りが
みられたことから，調査地域を広げ対象者数を増やし
本研究結果の検証が必要と考える。また，本研究で明
らかとなった園内飼育動物に対する保育者の年代によ

る認識の違いについては，その個別性と普遍性を検討
するため各年代の保育者にインタビューによる質的調
査の実施が求められる。さらに，保育者と動物の専門
家が連携したモデル園での縦断調査を通して，園内飼
育動物と幼児の発達との関連性や長期的な園内動物飼
育実施の利点と問題点について検討することは，保育
現場において動物介在教育を展開していく上での実践
的な知見となるだろう。
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保育者の視点から捉える園内飼育動物とのかかわりが幼児の発達に与える教育的効果

栗田薫平・西村信子

（株）ブライトケア・ヤマザキ学園大学動物看護学部動物看護学科

（平成 27 年 2 月 24 日受付 / 平成 27 年 4 月 11 日受理）

要約 : 本研究では，保育者 130 名を対象に，保育者が考える園内飼育動物とのかかわりを通した幼児の心の発達や教育的効
果に関する質問紙調査を実施した。その結果，保育者の多くは園内飼育動物が動物アレルギーや感染症，怪我などを引き起
こす可能性があることを危惧するものの，動物を思いやる共感性や動物の立場に立って思考する役割取得能力など幼児の心
の発達を促進し，心の安定を維持する肯定的な効果を期待していた。また，幼児が飼育動物の生や死を体験することに関し
て，保育者は幼児の生命概念（ピアジェ 2007）を促進する教育的効果があると考えていることが明らかとなった。
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